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小学校で入学式
4月12日、市内の小学校で入学式が行われました。
この日、共英小学校でも65人の新1年生たちが入学しました。新入生たちは、こ

れからの学校生活に目を輝かせながら、名前を呼ばれると元気に「はい！」と返事を
返していました。



特

集ゆ
〜
バ
ス
の

ス
ス
メ

平
成
１９
年
１０
月
に
運
行
を
開
始
し
た
ゆ
〜
バ
ス
。

今
年
で
開
通
４
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

バ
ス
を
見
か
け
た
こ
と
は
あ
っ
て
も
、

乗
っ
た
こ
と
が
な
い
と
い
う
人
も
い
る
は
ず
。

今
回
の
特
集
で
は
ゆ
〜
バ
ス
の
魅
力
に
つ
い
て

お
伝
え
し
ま
す
。



見本

今まちを走っているゆ～バス
実はこんなに便利なバスなんです

低床ノンステップ型バスの導入

高齢者の利用やバリアフリーに配慮し、車高が低く乗り降
りの負担が少ない車両を導入し、運行しています。現在、低
床ノンステップ型バスは「黒磯・西那須野線」、「湯宮線」、「鍋
掛線」の 3 路線、 4 車両で運行しています。

どこまで乗っても1乗車200円

豊富な運行ルート

多くの人に利用してもらえるよう、ゆ～バス間の乗り継ぎ
と駅、病院、スーパーなどへのアクセスを重視しています。

また通学に利用できるよう、沿線の学校付近へバス停を設
置。登下校にあわせて時刻表を編成し、学生も利用できるバ
スとなっています。

利用者のためのバス停

バス停設置の条件は
①乗降客の安全が確保される場所
②バス停車による一般車等道路交通、歩行者・自転車への

通行に影響が少ない場所
③バス利用者が多く見つけやすい場所
となっています。

（写真はイオンスーパーセンター敷地内のバス停）

←400円で乗り放題の1日券も販
売しています。

どちらも小・中学生半額、幼
児は無料です。

平成22年 5月 5日号３



ゆ
〜
バ
ス
の
運
行
状
況

那
須
塩
原
市
の
地
域
バ
ス
「
ゆ
〜
バ
ス
」。

そ
の
運
営
は
市
と
民
間
の
バ
ス
会
社
（
JR
バ

ス
関
東
㈱
、
や
し
お
観
光
バ
ス
㈱
）
が
協
定

を
結
ん
で
運
営
し
て
い
ま
す
。

市
は
市
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
聞
き
な
が

ら
、
運
行
す
る
路
線
や
時
刻
な
ど
を
決
め
ま

す
。
こ
の
路
線
や
時
刻
表
な
ど
に
沿
っ
て
バ

ス
会
社
が
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。

バ
ス
の
利
用
状
況
を
見
て
み
る
と
、
平
成

２１
年
度
ゆ
〜
バ
ス
の
乗
車
人
数
は
１０
万
９
５

５
７
人
、
運
賃
収
入
は
１
９
０
１
万
７
６
８

９
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
２０
年
度
と
比
較
し

て
乗
車
人
数
１
０
７
・
３
％
、
運
賃
収
入
は

１
０
３
・
６
％
と
い
ず
れ
も
前
年
度
を
上
回

っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
運
行
に
必
要
な
経
費

は
運
賃
収
入
だ
け
で
は
賄
え
ま
せ
ん
。
ゆ
〜

バ
ス
は
民
間
バ
ス
廃
止
路
線
の
代
替
機
能
と

※コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
と
し
て
の
性
格
を
持
っ

た
バ
ス
で
す
。
運
賃
収
入
だ
け
で
は
運
行
に

掛
か
る
経
費
は
賄
え
ず
、
赤
字
分
を
市
か
ら

の
補
助
金
で
補
て
ん
し
て
運
行
し
て
い
ま
す
。

そ
の
補
助
金
の
額
は
１
年
間
で
約
５
５
０
０

万
円
。
ゆ
〜
バ
ス
は
大
部
分
を
市
か
ら
の
補

助
金
で
運
行
し
て
い
る
の
で
す
。

ゆ
〜
バ
ス
の
運
行
ル
ー
ト

ゆ
〜
バ
ス
は
次
の
基
本
的
な
考
え
方
で
ル

ー
ト
を
選
定
し
て
い
ま
す
。

①
民
間
バ
ス
路
線
を
補
完
し
ル
ー
ト
全
体
で

利
便
性
の
高
い
ル
ー
ト
を
設
定

②
市
営
バ
ス
（
平
成
１９
年
３
月
当
時
）
の
ル

ー
ト
を
可
能
な
限
り
網
羅

③
民
間
バ
ス
路
線
と
可
能
な
限
り
重
複
し
な

い
ル
ー
ト
を
設
定

④
路
線
長
は
可
能
な
限
り
短
い
ル
ー
ト

⑤
運
行
可
能
な
道
路
幅
員
か
ら
選
定

⑥
病
院
・
医
院
、
ス
ー
パ
ー
・
商
店
街
、
鉄

道
駅
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
重
視
し
た
ル
ー
ト

ゆ
〜
バ
ス
の
路
線

こ
の
考
え
方
に
基
づ
い
て
運
行
さ
れ
て
い

る
の
が
次
の
７
つ
の
路
線
で
す
。

①
黒
磯
・
西
那
須
野
線

黒
磯
駅
〜
那
須
塩
原
駅
〜
西
那
須
野
駅
を

結
ぶ
路
線

主
な
停
留
所

い
き
い
き
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
前
、菅
間
病
院
前
、市
役
所
、イ
オ
ン
ス

ー
パ
ー
セ
ン
タ
ー
那
須
塩
原
店
、
国
際
医

療
福
祉
大
学
病
院
前
、
西
那
須
野
庁
舎

②
湯
宮
線

黒
磯
駅
〜
湯
宮
を
結
ぶ
路
線

主
な
停
留
所

宇
都
宮
共
和
大
学
、
東
那

須
野
中
学
校
前
、
埼
玉
小
学
校
前
、
黒
磯

図
書
館
前
、
菅
間
病
院
前

③
鍋
掛
線

黒
磯
駅
〜
鍋
掛
地
域
を
循
環
す
る
路
線

主
な
停
留
所

那
須
脳
神
経
外
科
病
院
前
、

鍋
掛
小
学
校
入
口
、
日
新
中
学
校
入
口
、

高
原
病
院
前

④
宇
都
野
線

ア
グ
リ
パ
ル
塩
原
〜
上
伊
佐
野
小
学
校
〜

西
那
須
野
駅
を
結
ぶ
路
線

ゆ
〜
バ
ス
の
ル
ー
ト
は
？

市
か
ら
の
補
助
金
は
？

何
人
ぐ
ら
い
利
用
し
て
い
る
の
？

ゆ
〜
バ
ス
の
運
行
、
そ
の
現
状
は

平成21年度ゆ～バス乗車人数・運賃収入

運賃収入

7,683,607円

4,609,911円

2,502,833円

2,106,821円

927,385円

472,432円

714,700円

19,017,689円

乗車人数

41,622人

24,175人

12,358人

12,082人

7,481人

7,265人

4,574人

109,557人

路線名

黒磯・西那須野線

塩原・上三依線

鍋掛線

湯宮線

宇都野線

下大貫線

接骨木線

合 計

←路線マップは市役所・支所、
運行バス会社で配布してい
ます。

※高齢者や障害者などへの対応も含め、既存のバスサービスだけではカバーし
きれない地区や施設を連絡する乗り合いバスを言います。 ４平成22年 5月 5日号



主
な
停
留
所

箒
根
中
学
校
前
、
金
沢
小

学
校
入
口
、
西
公
民
館
前
、
西
那
須
野
庁

舎
⑤
下
大
貫
線

ア
グ
リ
パ
ル
塩
原
〜
下
大
貫
〜
西
那
須
野

駅
を
結
ぶ
路
線

主
な
停
留
所

箒
根
中
学
校
東
門
、
大
貫

小
学
校
入
口
、
西
公
民
館
前
、
西
那
須
野

庁
舎

⑥
接
骨
木
線

ア
グ
リ
パ
ル
塩
原
〜
接
骨
木
〜
西
那
須
野

駅
を
結
ぶ
路
線

主
な
停
留
所

横
林
小
学
校
前
、
国
際
医

療
福
祉
大
学
病
院
前
、
三
島
中
学
校
入
口
、

西
那
須
野
庁
舎

⑦
塩
原
・
上
三
依
線

上
三
依
塩
原
温
泉
口
駅
〜
塩
原
温
泉
街
を

循
環
す
る
路
線

主
な
停
留
所

湯
っ
歩
の
里
前
、
医
師
会

塩
原
温
泉
病
院
、
塩
原
保
育
園
入
口
、
塩

原
支
所

ゆ
〜
バ
ス
の
運
行
ダ
イ
ヤ

ダ
イ
ヤ
編
成
は
運
行
回
数
・
運
行
時
間
帯

を
基
に
、
停
留
所
で
の
接
続
時
間
や
路
線
ご

と
の
通
学
・
通
院
の
時
間
帯
に
合
わ
せ
て
作

成
し
て
い
ま
す
。

ま
た
運
行
時
間
帯
も
利
用
者
の
利
便
性
を

考
え
、
お
お
む
ね
午
前
７
時
か
ら
午
後
８
時

ま
で
と
し
て
い
ま
す
。

栃
木
県
は
全
国
有
数
の
車
社
会

公
共
バ
ス
は
不
要
？

①
自
動
車
の
普
及
率

全
国
第
２
位
（
９１
・
４
％
）

②
自
動
車
免
許
保
有
率

全
国
第
２
位
（
６８
・
１
％
）

③
一
世
帯
当
た
り
自
家
用
車
保
有
台
数

全
国
第
６
位
（
１
・
６５
台
）

④
自
家
用
車
利
用
通
勤
・
通
学
率

全
国
第
１０
位
（
６７
・
３
％
）

（
と
ち
ぎ
生
活
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
よ
り
）

「
自
家
用
車
が
あ
る
か
ら
バ
ス
は
必
要
な

い
」
そ
う
考
え
る
人
も
い
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
し
か
し
高
齢
者
や
子
ど
も

を
は
じ
め
、
車
を
持
た
な
い
人
に
と
っ
て

公
共
バ
ス
は
日
常
生
活
を
支
え
る
た
め
の

大
切
な
交
通
手
段
で
す
。
も
し
こ
の
ま
ま

利
用
客
の
増
加
が
見
込
め
ず
、
今
あ
る
路

線
が
廃
止
に
な
っ
た
ら
…
。
通
学
で
利
用

す
る
学
生
、
病
院
に
通
う
お
年
寄
り
が
困

る
の
は
明
ら
か
で
す
。

市
が
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
た
合
理

的
な
バ
ス
運
営
を
行
う
と
同
時
に
、
皆
さ

ん
が
「
バ
ス
は
地
域
の
財
産
」
と
い
う
意

識
を
持
ち
、
移
動
に
バ
ス
を
使
う
。
そ
の

行
動
が
今
後
の
ゆ
〜
バ
ス
の
運
行
に
つ
な

が
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

黒磯・西那須野線を走る低床ノンステップ型バス

平成22年 5月 5日号５



通院に利用しています。運転

手さんは親切ですし、車両

も綺麗です。乗り慣れれば
使いや

すいバスですね。（石塚京さ
ん・島

方）

那 須塩原駅から電車に乗るの
に利用しています。ゆ～バ

スは駅への接続が良くてとても便
利です。（角張今寿美さん・上厚崎）

塩
原支所や銀行に

行くのに利

用します。どこ
でも降りる

ことができるの
で安心して乗る

こ

とができます。
※塩原・上三依

線

はフリー乗降。（
原智さん・国立塩

原視力障害セン
ター）

上 塩原にいる友だちに会いに
行きます。月2～3回は乗

っています。便利なバスなのでお
客さんがもっと乗ってくれるとう
れしいですね。（阿久津ツマ子さ
ん・日光市上三依）

こ れから娘とスーパーへ買い
物に行きます。ゆ～バスは

安くて便利です。ゆ～バスを知ら
ない人が多いので、もっと宣伝し
て、乗る人が増えると良いですね。
（田村静さん、奈々ちゃん・豊浦中
町）

塩 原温泉はこの自然と泉質が好きでよく訪れます。このバスは塩原温泉を楽しむのには最適です。（川嶋三千生さん・容子さん・兵庫県芦屋市）

通
学に利用して

います。新学

期のせいか、
朝バスが混む

ので大きいバ
スにしてくれ

ると良

いですね。（相
馬遙香さん・北

赤田）

ゆ～バスに乗っている人は
どんなバスの使い方

をしているのでしょうか。

またゆ～バスについてどう
思っているのでしょ

うか。バスの利用者にゆ～
バスについて伺って

きました。

ゆ～バス
利用者の声

上三依駅

湯っ歩の里

那須塩原駅

６平成22年 5月 5日号



も
っ
と
愛
さ
れ
る
バ
ス
を
目
指
し
て

４
月
５
日
か
ら
時
刻
表
改
正

ゆ
〜
バ
ス
は
皆
さ
ん
の
利
用
が
あ
っ
て
の

バ
ス
で
す
。
皆
さ
ん
の
声
を
運
行
に
生
か
す

た
め
、毎
年
時
刻
表
の
改
正
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
回
の
主
な
改
正
は
、
一
部
の
路
線
で
土

曜
日
の
運
行
を
平
日
ダ
イ
ヤ
か
ら
日
曜
・
祝

日
の
ダ
イ
ヤ
に
変
更
し
ま
し
た
。

ま
た
黒
磯
・
西
那
須
野
線
で
は
、
黒
磯
駅

１８
時
３０
分
発
の
バ
ス
を
黒
磯
南
高
校
経
由
に

す
る
な
ど
、
高
校
生
の
利
便
性
の
向
上
を
図

り
ま
し
た
。

ま
た
ゆ
〜
バ
ス
に
つ
い
て
詳
し
く
は
生
活

課
ま
た
は
運
行
業
者
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ

JR
バ
ス
関
東
㈱
西
那
須
野
支
店

�
０
２
８
７（
３６
）０
１
０
９

や
し
お
観
光
バ
ス
㈱

�
０
２
８
７（
３７
）３
３
３
５

■本
生
活
課

�
０
２
８
７（
６２
）７
１
２
７

卒
業旅行で那須塩

原市内のペ

ンションに泊ま
るため、ア

グリパル塩原か
ら西那須野駅ま

で

行きます。那須
塩原市はバスか

ら

見る風景がとて
もきれいですね

。

（徳江美知香さ
ん、大舘舞子さ

ん、

小田原愛さん、
石原遥菜さん、

櫻

井育美さん、東
京都東村山市）

娘 がバスに乗るのが好きなの
で月に2～3回乗ります。

買い物をして、ハロープラザにあ
る塩原図書館に寄って帰るとちょ
っとした遠足になります。（磯奈緒
美さん，妃奈乃ちゃん・西三島）

通 学に利用しています。午後
のバスの本数を増やしてく

れるとさらに使いやすいですね。
（飯沼美穗さん・井口）

安 全第一はもちろんお客様に
快適に乗ってもらうようブ

レーキの踏み方にも気をつけてい
ます。（JRバス関東㈱平野明運転
手）

その他頂いた意見
●予算のこともあると思うが、とに
かく本数を増やしてほしい。本数
が少ないので、乗る人が少ないの
では。

●新しくできた映画館にバス停を設
置すれば、利用者増につながるの
では。

●家からバス停まで遠いので、バス
停の数を増やしてほしい。

●塩原温泉街から西那須野駅までバ
スを伸ばしてほしい。

●全路線フリー乗降のバスにすれば
利用者が増えるのでは。

●雨の日などは乗客が増えるので、
大型のバスで運行してほしい。

●とにかく宣伝不足。路線バスがな
くなってからでは遅いのでPRして
利用者を増やし、今の路線を維持
してほしい。

ゆ～バスの
路線見直しはいつ？

ゆ～バスは平成１９年３月に策定し
た「那須塩原市バス運行計画」に基
づいて運行しています。この計画の
中で、平成１９年１０月の運行開始から
５年（平成２５年３月まで）を目途に
各路線の見直しを行うことにしてい

ます。時刻
表の変更な
どは毎年行
っています
が、今後も
より利便性
の高いバス
を目指して
いきます。

↑新しい時刻表は市役所や各支
所、公民館、バス車内でも配
布しています。また市のホー
ムページでも見ることができ
ます。

運
転
手
さ
ん
に
も
聞
い
て
み
ま
し
た

塩原図書館

平成22年 5月 5日号７



昨
年
４
月
、
経
営
の
効
率
化
を

図
る
た
め
、
市
の
水
道
事
業
を
ひ

と
つ
に
統
一
し
ま
し
た
。

水
道
料
金
は
合
併
前
の
旧
市
町

が
設
定
し
た
区
域
ご
と
の
料
金
を

適
用
し
て
お
り
、
公
共
料
金
で
あ

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
使
用
者
間

で
公
平
な
負
担
に
な
っ
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
。

そ
こ
で
、
市
水
道
事
業
で
は
平

成
２１
年
度
の
中
で
料
金
統
一
に
向

け
た
作
業
を
進
め
、
市
議
会
３
月

定
例
会
に
お
い
て
統
一
し
た
料
金

設
定
の
決
定
が
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
と
も
な
い
平
成
２２
年
１２

月
検
針
分
か
ら
、
新
料
金
が
適
用

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

今
回
の
統
一
料
金
の
設
定
に
お

い
て
は
、
負
担
の
公
平
性
を
第
一

に
、
将
来
に
向
け
て
安
心
・
安
全

な
水
の
供
給
を
続
け
る
た
め
に
必

要
な
最
小
限
の
料
金
と
し
て
い
ま

す
。

�・FAX…電話・ファックス …電子メール ■HP…ホームページアドレス

水
道
料
金
表
が
統
一
さ
れ
ま
す

【 新 料 金 表 】

那須塩原市水道事業の区域

従量料金
（ 1�当たり）

20�までの分：
84円

20�を超える分：
174円30銭

※従量料金に 1 円未
満の端数が生じた
ときは、これを切
り捨てます。

※新料金は、基本料金と従量料金の合計額です。
（基本水量は、なくなりました）

＋

基本料金
（ 2 か月当たり）

1,816円

2,625円

5,155円

7,381円

12,400円

20,485円

43,648円

75,453円

174,888円

メーター
の口径

13㎜

20㎜

25㎜

30㎜

40㎜

50㎜

75㎜

100㎜

150㎜

【 新料金適用の時期 】

新料金が適用される時期は、
検針月によって異なります。

検針月は、お手元の検針票
で確認ください。

◆偶数月検針の区域の方

…平成２２年１２月検針分

（平成２２年１０月～１１月の水道

使用分）から

◆奇数月検針の区域の方

…平成２３年１月検針分

（平成２２年１１月～１２月の水道

使用分）から

料 金 改 定 の ポ イ ン ト

○これまで市の水道には、水準の違う6つの料金表があり、地域ごとに適用してきましたが、

使用者に公平に負担をしていただくため、新たに統一料金表を設定し、全域に適用します。

○これまでの基本料金の多くには基本水量を設定していましたが、2カ月で20�未満の使用の

使用者から、「節水しても料金が安くならない」という声がありましたので、新料金では基本

水量をなくし、節水した場合には料金にその効果が反映できるような仕組みにします。

○新料金の適用により負担が大きくなる使用者には、2年ごとに段階的な軽減措置を適用する

ことで、急激な負担の増加を緩和します。

○料金の改定に併せ、水道加入金や水道止水栓の開閉栓手数料を見直し、負担の公平化を図り

ます。

○使用期間が2カ月に満たない場合でも、新料金の計算方法は変わりません。

８平成22年 5月 5日号



【本誌中では、次の省略記号を使用しています】 ■本…本庁舎（黒磯） ■西…西那須野庁舎 ■塩…塩原庁舎

【段階的な軽減措置について】
新料金表で計算した水道料金の方が、改定前の料金表で計算した水道料金よりも安くなる場合には、新料金がそ

のまま適用されます。
新料金表で計算した水道料金の方が高くなる場合には、負担の急激な増加を抑えるため、下の図のように段階的

な軽減措置を適用します。なお、軽減措置は、料金改定によって負担が増加する人すべてを対象とします。

Ｑ．どれくらい料金が変わるの？ また、どういった使用者の負担が増加するの？

Ａ．現行の水道料金は 6 つあり、それぞれ体系や水準に大きな違いがあるので、どれだけ料金が変わるといった
単純な比較はできません。これまでとは料金体系が異なりますので、負担が大きくなる使用者もいれば少なく
なる使用者もいます。

現行料金は、区域ごとに設定されていますので、区域ごとに見てみると、旧西那須野上水道のほとんどの使用
者は負担が少なくなります。

旧黒磯上水道の口径13㎜（大部分は一般家庭）では、ほとんど変わらないか若干負担が少なくなるのですが、
基本料金の設定が変わるため、口径の大きな使用者は若干負担が大きくなります。

それ以外の旧塩原水道（旧塩原上水道、旧新湯簡易水道、旧関谷簡易水道、旧大貫金沢簡易水道および旧宇都
野簡易水道の総称）、旧板室本村簡易水道、旧板室温泉簡易水道、旧西塩簡易水道においては、現行の料金水準が
かなり低く設定されていたため、ほぼすべての使用者の負担が大きくなります。

平成20年度の水量実績から推計すると、市全体の約９割の使用者は負担が減少し、約１割の使用者は負担が増
加するものと思われます。

なお、負担が増加する使用者も、上記の軽減措置が適用されますので、負担額は緩和されます。

【水道加入金および水道止水栓開閉栓手数料の改定】
平成22年10月 1 日から、下記のとおり改定します。

《水道止水栓開閉栓手数料の決定》
（平成22年１０月1日から）

水道止水栓開閉栓手数料

1 回につき1,000円

※閉栓中は水道料金はかかりません。

水道メーター（口径13㎜）

《旧料金よりも新料金の方が高くなる場合》

新旧料金の差額に応じて、2年ごとに段階的な軽減措置が適用されます。

�
�
�
�

�
�
�
�

新料金適用日から
6年を超えた
料金額

新料金

�
�
�
�

�
�
�
�

新料金適用日から
4年を超え6年以内

の料金額

1／4軽減

《水道加入金の統一》
（平成22年10月1日から）

水道加入金

52,500円

105,000円

157,500円

262,500円

472,500円

735,000円

1,680,000円

管理者が別に
定める金額

�
�
�
�

�
�
�
�

新料金適用日から
2年を超え4年以内

の料金額

2／4軽減

口径

13㎜

20㎜

25㎜

30㎜

40㎜

50㎜

75㎜

100㎜

150㎜

�
�
�
�

�
�
�
�

新料金適用日から
2年以内の料金額

3／4軽減

※水道料金改定の詳細について、
後日リーフレットを個別にお届
けします。

※下水道料金の改定はありません。

【問い合わせ】
■西水道管理課

�0287（37）5145
FAX0287（36）2298
suidoukanri@city.nasushiobara.lg.jp

�
�
�
�

�
�
�
�

新料金適用日
以前の料金額

旧料金

平成22年 5月 5日号９



新
規
非
自
発
的
失
業
者
の

保
険
税
軽
減
制
度
が
新
設

リ
ス
ト
ラ
や
雇
用
契
約
の
期
限

切
れ
な
ど
会
社
側
の
都
合
に
よ
る

理
由
で
失
業
と
な
っ
た
人
は
離
職

し
た
翌
日
の
月
か
ら
翌
年
度
末（
最

長
２
年
間
）
ま
で
給
与
所
得
を
１

０
０
分
の
３０
と
し
て
計
算
し
ま
す
。

こ
の
届
出
を
す
る
た
め
に
は
、

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
発
行
す
る
「
雇

用
保
険
受
給
資
格
者
証
」
お
よ
び

印
か
ん
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

該
当
に
な
る
人
は
、
受
給
資
格

者
証
の
離
職
理
由
欄
に
１１
・
１２
・

２１
・
２２
・
２３
・
３１
・
３２
・
３３
・
３４

の
数
字
が
記
載
さ
れ
て
い
る
人
で

離
職
時
点
で
６５
歳
未
満
の
人
が
対

象
に
な
り
ま
す
。

変
更
資
格
証
明
書
世
帯
の

短
期
証
交
付
年
齢
が
拡
大

平
成
２１
年
４
月
か
ら
、
資
格
証

明
書
が
交
付
さ
れ
て
い
る
世
帯
に

属
す
る
中
学
生
ま
で
の
子
ど
も
に

は
、
６
カ
月
間
の
短
期
保
険
証
を

交
付
し
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
が
平
成
２２
年
７
月
か
ら
は
、

１８
歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最
初
の

３
月
３１
日
ま
で（
高
校
生
世
代
）に

年
齢
が
拡
大
さ
れ
ま
す
。

変
更
被
扶
養
者
の

保
険
税
軽
減
が
延
長

社
会
保
険
な
ど
に
加
入
し
て
い

た
世
帯
主
が
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
に
加
入
し
た
た
め
、
妻
や
家
族

な
ど
の
被
扶
養
者
（
６５
〜
７４
歳
に

限
る
）
が
新
た
に
国
民
健
康
保
険

に
加
入
し
た
場
合
、
２
年
間
に
限

り
軽
減
が
適
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
軽
減
期
間
が
、
当
分
の
間

延
長
さ
れ
、
現
在
軽
減
が
適
用
さ

れ
て
い
る
人
は
、
引
き
続
き
軽
減

が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
す
で
に
軽
減
を
受
け
て
い
る

人
は
、
手
続
き
の
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。

◆
被
扶
養
者
の
減
免

１
、
所
得
割
お
よ
び
資
産
割

免

除
国
保
に
加
入
し
た
人
に
給
与

所
得
や
資
産
が
あ
っ
て
も
免
除

に
な
り
ま
す
。

２
、
均
等
割

５
割

一
人
当
た
り
、
２
万
８
９
０

０
円
の
半
額
で
１
万
４
４
５
０

円
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

３
、
平
等
割

５
割

一
世
帯
当
た
り
、
２
万
７
１

０
０
円
の
半
額
で
１
万
３
５
５

０
円
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

変
更
低
所
得
世
帯
へ
の

軽
減
割
合
が
増
え
ま
し
た

今
ま
で
、
所
得
が
一
定
以
下
の

世
帯
の
場
合
、
均
等
割
額
と
平
等

割
額
の
６
割
ま
た
は
４
割
を
軽
減

し
て
い
ま
し
た
。

こ
の
軽
減
割
合
を
、
６
割
を
７

割
に
、
４
割
を
５
割
に
、
新
た
に

２
割
軽
減
を
新
設
し
ま
し
た
。

◆
７
割
軽
減
の
対
象
世
帯

世
帯
主
と
被
保
険
者
の
１
年
間

の
所
得
を
合
算
し
て
、
３３
万
円
を

超
え
な
い
世
帯

◆
５
割
軽
減
世
帯

世
帯
主
と
被
保
険
者
の
１
年
間

の
所
得
を
合
算
し
て
、
３３
万
円
と

世
帯
主
を
除
く
国
保
加
入
者
一
人

当
た
り
２４
万
５
０
０
０
円
を
加
算

し
た
額
を
超
え
な
い
世
帯

◆
２
割
軽
減
世
帯

世
帯
主
と
被
保
険
者
の
１
年
間

の
所
得
を
合
算
し
て
、
３３
万
円
と

国
保
加
入
者
一
人
当
た
り
３５
万
円

を
加
算
し
た
額
を
超
え
な
い
世
帯

問
い
合
わ
せ

■本
保
健
課

�
０
２
８
７（
６２
）７
１
２
９

■西
市
民
福
祉
課

�
０
２
８
７（
３７
）５
１
０
３

■塩
総
務
福
祉
課

�
０
２
８
７（
３２
）２
９
８
８

をお知らせします

国保税を軽減する新たな制度、70歳から74歳の人が病院で支払う
自己負担額の1割据え置きなど平成22年度から国保の制度が変更に
なったものをお知らせします。

新しい制度
一部変更

国民健康保険の

Ｈ24／ 4 月
平成23年度

Ｈ24．3 ．31
まで

Ｈ24．3 ．31
まで

Ｈ23／ 4 月
平成22年度

Ｈ23．3 ．31
まで

Ｈ22／ 4 月
平成21年度

Ｈ21／ 4 月
軽 減 の 対 象 期 間

離職日
Ｈ21．3．31～Ｈ22．3．30

離職日
Ｈ22．4．1～Ｈ23．3．30

離職日
Ｈ22．3．31

１０平成22年 5月 5日号



今
ま
で
何
気
な
く
読
ん
で
い
た

広
報
も
、
モ
ニ
タ
ー
と
し
て
見
る

と
な
か
な
か
良
く
ま
と
ま
っ
て
い

る
。
い
ざ
自
分
が
ま
と
め
る
と
な

る
と
、
前
も
っ
て
構
成
か
ら
写
真

か
ら
記
事
か
ら
準
備
が
大
変
で
あ

る
。
た
く
さ
ん
の
人
が
見
る
と
思

う
と
緊
張
す
る
。
で
も
、
何
と
か

１
年
、
務
め
が
果
た
せ
て
ほ
っ
と

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
一
市

民
と
し
て
読
ま
せ
て
い
た
だ
き
き
、

機
会
が
あ
っ
た
ら
ま
た
投
稿
を
し

た
い
と
思
い
ま
す
。
皆
さ
ん
に
は

大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

あ
ら
こ
も

さ
と
し

荒
薦

聰

広
報
モ
ニ
タ
ー
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
今
ま
で
何
気
な
く
読
ん
で

い
た
「
広
報
な
す
し
お
ば
ら
」
が

い
ろ
い
ろ
な
方
の
手
で
丁
寧
に
作

ら
れ
て
い
た
事
を
知
り
ま
し
た
。

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
見
学
や
取
材

な
ど
多
く
の
体
験
を
通
し
て
本
当

に
勉
強
に
な
っ
た
１
年
で
し
た
。

取
材
に
応
じ
て
く
だ
さ
っ
た
方

や
広
報
担
当
の
市
職
員
、
ま
ち
か

ど
通
信
員
の
皆
さ
ん
に
親
切
に
し

て
い
た
だ
き
、
感
謝
し
て
い
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

片
岡
友
子

「
広
報
モ
ニ
タ
ー
に
申
し
込
ん
で

お
く
か
ら
」、
ガ
チ
ャ
ン
。
と
い
う

近
所
の
方
か
ら
の
電
話
か
ら
始
ま

っ
た
１
年
間
。
何
も
分
か
ら
な
い

ま
ま
会
議
に
出
席
。
取
材
に
行
き
、

原
稿
を
ま
と
め
、
写
真
を
選
び
、

皆
さ
ん
と
編
集
。
そ
し
て
自
分
た

ち
の
文
字
が
、
広
報
に
載
る
。
た

く
さ
ん
の
方
か
ら
、「
広
報
見
た

よ
」
の
声
。
１
年
間
楽
し
く
い
ろ

い
ろ
な
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

坪
山
ま
す
み

広
報
モ
ニ
タ
ー
、
初
め
て
の
経

験
で
し
た
。

こ
の
１
年
間
で
一
番
印
象
に
残

っ
て
い
る
の
は
、
ま
ち
か
ど
通
信

員
と
し
て
訪
れ
た
那
須
塩
原
ク
リ

ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
見
学
で
す
。
近

代
的
な
設
備
に
大
変
驚
か
さ
れ
ま

し
た
。
個
人
で
は
な
か
な
か
足
を

運
べ
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

今
後
も
、
な
る
べ
く
多
く
の
方

が
紙
面
づ
く
り
に
参
加
し
て
、
よ

り
親
し
み
や
す
い
広
報
を
作
っ
て

い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

和
氣
久
子

１
年
間
あ
っ
と
い
う
間
で
し
た
。

振
り
返
る
と
、
会
議
も
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
も
楽
し
い
思
い
出
。
こ
の

土
地
に
、
ま
た
一
歩
近
づ
け
た
よ

う
な
気
が
す
る
、
楽
し
い
体
験
で

し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

大
畑
順
子

吹
く
風
に
春
を
感
じ
、
厚
手
の

コ
ー
ト
や
セ
ー
タ
ー
な
ど
、
大
切

な
衣
類
を
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
に
出
す

機
会
も
増
え
て
き
ま
す
。

ト
ラ
ブ
ル
に
遭
わ
な
い
た
め
に
、

次
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

１.

ポ
ケ
ッ
ト
の
中
を
確
認
し
ま

し
よ
う
。
大
事
な
物
や
、
染
み

の
原
因
に
な
る
も
の
が
残
っ
て

い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

２.

ス
ー
ツ
な
ど
の
そ
ろ
い
物
は
、

一
緒
に
出
し
ま
し
ょ
う
。
微
妙

な
色
や
、
風
合
い
の
違
い
は
気

に
な
る
も
の
で
す
。

３.

小
さ
な
ほ
つ
れ
や
、
傷
は
繕

っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
で
大
き
く
広
が
っ
て
し

ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

４.

染
み
な
ど
は
、
付
い
た
原
因

や
時
期
を
詳
し
く
説
明
し
ま
し

ょ
う
。
適
切
な
処
理
を
し
て
も

ら
え
ま
す
。

５.

皮
革
製
品
は
、
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
に
弱
く
、
ト
ラ
ブ
ル
に
な
る

場
合
が
多
く
み
ら
れ
ま
す
。
お

店
の
人
と
よ
く
相
談
し
て
か
ら

に
し
ま
し
ょ
う
。

６.

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
か
ら
戻
っ
て

き
た
ら

・
ビ
ニ
ー
ル
カ
バ
ー
を
外
し
、
陰

干
し
し
て
か
ら
し
ま
い
ま
し
ょ

う
。

・
湿
気
の
残
り
は
、
染
み
や
か
び

の
原
因
に
な
り
ま
す
。

・
品
物
の
状
態
や
、
数
を
確
認
し
、

気
付
い
た
点
が
あ
れ
ば
、
す
ぐ

に
お
店
の
人
へ
申
し
出
て
、
十

分
話
し
合
い
ま
し
ょ
う
。

季
節
の
変
わ
り
目
を
迎
え

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
の
出
し
方

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
ゆ
〜
バ
ス
い
き
い
き
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー
前
下
車
）

�
０
２
８
７（
６３
）７
９
０
０

開
設
時
間

平
日
の
午
前
８
時

３０
分
〜
午
後
５
時

那須塩原クリーンセンター見学風景

平
成
２１
年
度
広
報
モ
ニ
タ
ー
後
記

Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ⅱ

〜
広
報
モ
ニ
タ
ー
と
な
っ
て
〜

問
い
合
わ
せ

■本
秘
書
課

�
０
２
８
７（
６２
）７
１
０
９

特集記事の
編集会議風景

お 知 ら せ
4 月20日号に掲載した「5

月各種相談」の交通事故相

談（25日開催）は、都合に
より休みとなります。

平成22年 5月 5日号１１



お
知
ら
せ

春
の
一
斉
美
化
運
動
に

協
力
を
お
願
い
し
ま
す

「
関
東
地
方
環
境
美
化
運
動
の

日
」（
５
月
３０
日
ご
み
ゼ
ロ
の
日
）

を
中
心
と
し
た
統
一
美
化
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
の
一
環
と
し
て
、
春
の
市

民
一
斉
美
化
運
動
を
実
施
し
ま
す
。

と

き
５
月
３０
日
�
（
雨
天
決
行
）

内

容
市
内
の
道
路
脇
な
ど
に
捨
て
ら

れ
た
ご
み
の
一
斉
回
収

ほ
か

※
時
間
・
場
所
に
つ
い
て
は
、
地

区
ご
と
に
異
な
る
の
で
、
回
覧

な
ど
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

■本
環
境
対
策
課�（

６２
）７
３
０
１

本
庁(

黒
磯)

設
置
の

自
動
交
付
機
が

一
時
停
止
し
ま
す

本
庁
舎
の
電
気
設
備
点
検
の
た

め
、
証
明
書
自
動
交
付
機
が
、
一

時
的
に
使
用
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

※
西
那
須
野
庁
舎
の
自
動
交
付
機

は
通
常
ど
お
り
使
用
で
き
ま
す
。

と

き

５
月
２２
日
�

午
前
８
時
３０
分
〜
９
時

問
い
合
わ
せ

■本
市
民
課

�（
６２
）７
１
３
２

に
し
な
す
の
運
動
公
園

体
育
館
が
臨
時
休
館

電
気
設
備
点
検
に
よ
る
停
電
の

た
め
、
に
し
な
す
の
運
動
公
園
体

育
館
（
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
含

む
）
が
、
臨
時
休
館
と
な
り
ま
す
。

と

き

５
月
１７
日
�

午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
１
時

問
い
合
わ
せ

施
設
振
興
公
社
西
那
須
野
地
区

（
に
し
な
す
の
運
動
公
園
）

�（
３６
）４
７
８
５

あ
な
た
の
納
税
が

未
来
を
つ
く
る

市
町
村
税
滞
納
ぼ
く
滅
月
間
２
０
１
０

◆
県
下
一
斉
の
取
組

税
収
の
確
保
と
滞
納
額
の
圧
縮

を
図
る
た
め
、
県
下
一
斉
「
市

町
村
税
滞
納
ぼ
く
滅
月
間
」
と

し
て
、
県
と
の
協
働
に
よ
り
、

徴
収
の
強
化
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

◆
一
人
一
人
が
主
役

国
と
地
方
の
三
位
一
体
の
改
革

に
よ
り
、
国
庫
補
助
負
担
金
が

削
減
さ
れ
、
そ
の
削
減
さ
れ
た

分
が
、
税
源
移
譲
と
し
て
住
民

税
（
市
県
民
税
）
に
移
し
替
え

ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
予

算
の
歳
入
（
収
入
）
に
占
め
る

自
主
財
源
の
割
合
は
大
き
く
な

り
ま
し
た
が
、
以
後
、
住
民
で

あ
る
皆
さ
ん
に
納
税
と
い
う
重

要
な
役
割
を
よ
り
大
き
く
担
っ

て
い
た
だ
く
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
つ
ま
り
、
国
で
は
な
く
、

納
税
者
で
あ
る
皆
さ
ん
一
人
一

人
が
主
役
と
し
て
、
自
分
た
ち

が
住
む
市
と
県
を
支
え
て
い
く

こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。

◆
自
主
的
な
納
税

納
税
者
の
皆
さ
ん
の
自
主
的
な

納
税
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
期
限
を
過
ぎ
て
も
納

付
が
な
い
場
合
は
、
財
産
の
滞

納
処
分
（
差
押
・
公
売
な
ど
）

を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

差
押
財
産
調
査
の
た
め
、
滞
納

者
の
住
居
や
事
業
所
の
捜
索
を

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
自
動
車
差
押
に
よ
り
タ

イ
ヤ
ロ
ッ
ク
を
す
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
滞
納
処
分
と
な
ら
な

い
よ
う
に
、
皆
さ
ん
の
自
主
的

な
納
税
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
税
収
確
保
に
向
け
、
次
の
よ
う

な
取
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す

納
税
相
談

納
期
限
内
に
納
め
る

こ
と
が
困
難
な
人
の
相
談
を
受

け
付
け
て
い
ま
す

納
税
催
告

納
期
限
を
過
ぎ
て
も

納
付
が
な
い
人
に
対
し
、
催
告

書
の
送
付
、
電
話
催
告
、
自
宅

や
勤
務
先
に
訪
問
を
行
い
ま
す

財
産
調
査

滞
納
者
の
財
産
に
つ

い
て
、
官
公
署
、
金
融
機
関
、

保
険
会
社
、
通
信
機
関
等
に
対

し
調
査
を
行
い
ま
す

給
与
調
査

滞
納
者
の
給
与
を
差

押
え
る
た
め
、
勤
務
先
に
対
し

給
与
の
調
査
を
行
い
ま
す

差
押
処
分

不
動
産
・
預
貯
金
や

生
命
保
険
、
給
与
の
ほ
か
、
自

動
車
な
ど
の
差
押
を
行
い
、
差

押
後
も
納
付
さ
れ
な
い
場
合
は
、

差
押
財
産
の
公
売
・
取
立
を
行

い
ま
す

問
い
合
わ
せ

■本
収
税
課

�（
６２
）７
１
９
０

純国産蜂蜜・プロポリス 製造
直売

昭和21年創業 ㈲大野養蜂園

�0287‐64‐3838 FAX 0287‐63‐2579
〒325‐0014 栃木県那須塩原市野間125‐1

各種クレジットカード・デビットカードがお使い頂けます
営業時間 9 時～18時 年中無休でお待ち致しております

BEAM’S ベースボールクラブスポーツ少年団
スクール生募集（小学生、中学生）

活動場所：稲村小、黒磯南高、BS体育館
活動日時：火・金曜日 19：00～21：00
コ ー ス：週 1 回（月 4 回）または週 2 回（月 8 回）
入 会 金：5,000円
月 料 金：週 1 回コース 2,000円

週 2 回コース 4,000円
連 絡 先：BEAM’S 代表 片山博実 TEL 090-9675-8235

財）日本体育協会 軟式野球公認コーチ
＊新チーム結成に向け、クラブ生大募集＊

「
広
げ
よ
う

地
域
に
根
ざ
し
た

思
い
や
り
」

５
月
１２
日
�
は
、

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
日

※
活
動
強
化
週
間

５
月
１２
日
�
〜
１８
日
�

■本市役所本庁舎
〒325‐8501 共墾社１０８番地２

■西西那須野庁舎
〒329‐2792 あたご町２番３号

■塩塩原庁舎
〒329‐2993 中塩原１番地２

箒根出張所
〒329‐2801 関谷１２６６番地４

１２平成22年 5月 5日号



◆障害を持つ人のために使われる軽自動車は、軽自動車税が減額されます
対 象 者
①身体障害者手帳の交付を受けている人で、別表に該当する人
②戦傷病者手帳の交付を受けている人で、一定の要件に該当す

る人（詳しくは、問い合わせてください）
③療育手帳の交付を受けている人で、障害の程度が「Ａ」
「Ａ 1 」「Ａ 2 」の人

④精神障害者保健福祉手帳および自立支援医療受給者証（精神
通院医療に限る）の交付を受け、障害の程度が 1 級の人

対象車両
障害者のために使用する車

※障害者本人が運転し所有する車または、障害者と生計を一に
する人、障害者を常時介護する人が運転する場合は、これら
の人か障害者本人が所有する車が減免の対象になります。

※対象になる自動車は、障害者 1 人につき 1 台までです。
手続きに必要な物
・軽自動車税納税通知書または、軽自動車税口座振替通知書
・身体障害者手帳、戦傷病者手帳、療育手帳、精神障害者保健

福祉手帳（自立支援医療受給者証も一緒に）のいずれか
・運転する人の運転免許証
・納税義務者の印かん
受付期限 5 月24日（月）

（ 5 月10日付けで納税通知書を発送します）
そ の 他 ・すでに減免を受けている人で、変更が無い場合は

手続きの必要はありません
・「公益のために直接専用する車」「構造が障害者の

利用に供するための特殊な車（車いす移動車）」の減免手続きについては、問い合わせてください
・普通自動車については、大田原県税事務所〔� 0287（23）4171〕に問い合わせてください

問い合わせ ■本課税課税制係（軽自動車税担当） �（62）7179

◆６５歳未満の人は、年金所得分の市県民税も給与から差し引かれます
市県民税が給与から特別徴収（差し引き）されている人で、年金所得がある65歳未満の人（昭和20年 4 月 3

日以降に生まれた人）は、平成22年度から年金所得分の市県民税も給与から特別徴収（差し引き）されます。
※65歳以上の人（昭和20年 4 月 2 日以前に生まれた人）の年金所得分の税額は、原則として年金から差し引かれ

ます。給与からは差し引かれません。
問い合わせ ■本課税課市民税係 �（62）7121

◆固定資産税・都市計画税の納税通知書を発送します
市内金融機関・コンビニエンスストアで納付できます。ただし、期別納付額が30万円を超えるもの、全期前

納の納付は、コンビニエンスストアでは取り扱うことができません。
発送日 5 月10日（月）
納期限 第 1 期 5 月31日（月）、第 2 期 8 月 2 日（月）

第 3 期 12月27日（月）、第 4 期 2 月28日（月）
問い合わせ ■本課税課資産税土地係 �（62）7122、資産税家屋係 �（62）7366

◆都市計画税の課税区域が一部変わります
合併前の旧 3 市町の都市計画に基づく課税区域を、那須塩原市として統

一するために見直しを行いました。
市総合計画などで市の都市計画は、用途地域内の市街地・住宅地等へ優

先的に公共施設の集積整備を図っていく方向性が定められたことから、平
成22年度からは、都市計画法に基づくすべての「用途地域」に都市計画税
が課税されます。
問い合わせ ■本課税課資産税土地係 �（62）7122、資産税家屋係 �（62）7366

税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料ののののののののののののののののののののののののののののののののおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知ららららららららららららららららららららららららららららららららせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせ
【別表】

障害の級別

1～ 4級

2、 3級

3級

3級（注1）

1、 2級

1～ 6級（注2）

1～ 3、 5級（注2）

1、 2級

1～ 6級（注2）

1、 3級

1～ 3級

1～ 3級

注１）障害者本人が運転する場合で、こう頭摘出
による機能障害がある場合に限る。

注２）生計を一にする人、または常時介護する人
が運転する場合は 1 ～ 3 級に限る。

障害の種類

視覚障害

聴覚障害

平衡機能障害

音声機能・言語機能また
は、そしゃく機能障害

上肢不自由

下肢不自由

体幹不自由

上肢機能
障害

移動機能
障害

心臓機能障害、じん臓機
能障害、呼吸器機能障害
ぼうこうまたは直腸機能
障害、小腸機能障害

ヒト免疫不全ウイルスに
よる免疫機能障害

肝臓機能障害

乳幼時期以前の
非進行性の脳病
変による運動機
能障害

5月の納税

5月３１日が納期限です

●固定資産税 第1期

●軽自動車税 第1期

～納税は便利な口座振替で～

平成22年 5月 5日号１３

※
�
市
内
は
市
外
局
番
０
２
８
７
を
省
略
し
て
い
ま
す
。



カ
モ
・
カ
ラ
ス
の

捕
獲
を
行
い
ま
す

カ
モ
・
カ
ラ
ス
に
よ
る
農
作
物

の
被
害
防
止
の
た
め
市
内
全
域
に

お
い
て
、
住
宅
密
集
地
を
除
く
農

地
や
山
林
で
、
猟
友
会
に
よ
る
銃

器
を
使
用
し
た
捕
獲
を
行
な
い
ま

す
。
作
業
に
当
た
っ
て
は
十
分
注

意
し
て
実
施
し
ま
す
が
、
現
場
を

見
か
け
た
ら
近
寄
ら
な
い
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

と

き

５
月
８
日
�
、
９
日
�
、

１７
日
�

問
い
合
わ
せ

■本
農
林
整
備
課
�（
６２
）７
１
４
８

■西
産
業
観
光
建
設
課

�（
３７
）５
１
０
８

■塩
産
業
観
光
建
設
課

�（
３２
）２
９
１
４

ト
マ
ト
病
害
の

ま
ん
延
防
止
に
協
力
を

『
ト
マ
ト
黄
化
葉
巻
病
』
は
、

植
物
の
ウ
イ
ル
ス
病
で
、
発
病
す

る
と
治
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

那
須
地
域
で
も
昨
年
８
月
に
初

め
て
確
認
さ
れ
、
生
産
者
・
関
係

者
が
一
体
と
な
っ
て
ま
ん
延
防
止

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
家
庭
菜

園
な
ど
で
ト
マ
ト
や
ミ
ニ
ト
マ
ト

を
作
っ
た
と
き
、
次
の
よ
う
な
症

状
が
出
た
ら
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
症

状

新
葉
が
黄
色
く
な
っ
て
表
側
ま

た
は
裏
側
に
巻
き
、
上
位
部
が

萎
縮
し
、
さ
ら
に
成
長
が
止
ま

る
た
め
、
そ
こ
か
ら
先
端
は
実

が
つ
か
な
く
な
り
ま
す

◆
伝

染

こ
の
病
気
は
タ
バ
コ
コ
ナ
ジ
ラ

ミ（
体
長
０
・
８
㎜
程
度
で
羽
が

白
く
、
体
色
は
淡
黄
色
）
が
媒

介
し
ま
す
。
こ
の
虫
は
一
旦
ウ

イ
ル
ス
を
保
毒
す
る
と
死
ぬ
ま

で
伝
搬
能
力
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
ト
マ
ト
以
外
に
、
き
ゅ
う
り
、

ス
イ
カ
、
か
ぼ
ち
ゃ
、
な
す
、

さ
つ
ま
い
も
な
ど
、
多
く
の
野

菜
・
花
・
雑
草
で
増
殖
し
ま
す
。

◆
ト
マ
ト
・
ミ
ニ
ト
マ
ト
栽
培
者

の
皆
さ
ん
に
協
力
を
お
願
い
し

た
い
こ
と

①
感
染
し
た
ト
マ
ト
株
の
抜
き
取

り
処
分

感
染
し
た
株
は
、
重
大
な
伝
染

源
と
な
り
ま
す
。
す
み
や
か
に

虫
ご
と
透
明
の
ビ
ニ
ー
ル
袋
に

入
れ
、
日
光
に
当
て
て
高
温
に

し
て
虫
を
死
滅
さ
せ
て
か
ら
、

埋
め
て
処
分
し
て
く
だ
さ
い
。

②
タ
バ
コ
コ
ナ
ジ
ラ
ミ
の
防
除

タ
バ
コ
コ
ナ
ジ
ラ
ミ
を
ト
マ
ト

や
周
辺
の
野
菜
、
花
で
見
つ
け

た
ら
、
家
庭
園
芸
用
殺
虫
剤
な

ど
で
、
防
除
を
お
願
い
し
ま
す
。

③
畑
の
片
付
け
や
除
草

タ
バ
コ
コ
ナ
ジ
ラ
ミ
を
減
ら
す

た
め
、
収
穫
後
の
野
菜
株
や
咲

き
終
わ
っ
た
草
花
、
雑
草
を
放

置
せ
ず
処
分
す
る
こ
と
や
、
畑

周
辺
の
除
草
（
雑
草
の
除
去
）

を
お
願
い
し
ま
す
。

※
疑
わ
し
い
株
が
見
ら
れ
た
場
合

は
次
に
連
絡
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

那
須
農
業
振
興
事
務
所

�
０
２
８
７（
２２
）２
８
２
６

那
須
野
農
協
園
芸
課

�（
６２
）５
８
４
５

「
こ
こ
ろ
の
相
談
」

を
利
用
し
て
く
だ
さ
い

精
神
的
な
こ
と
で
悩
ん
で
い
る

人
に
と
っ
て
、
悩
み
に
軽
い
重
い

は
あ
り
ま
せ
ん
。
ど
ん
な
小
さ
な

こ
と
で
も
、
専
門
の
カ
ウ
ン
セ
ラ

ー
が
無
料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

と
き
／
と
こ
ろ

・
６
月
１８
日
�
午
後
１
時
〜
５
時

黒
磯
保
健
セ
ン
タ
ー

・
６
月
２５
日
�
午
後
１
時
〜
５
時

西
那
須
野
保
健
セ
ン
タ
ー

※
毎
月
開
催
し
ま
す
。
詳
し
く
は

２０
日
発
行
の
広
報
紙
の
「
相
談

情
報
」
を
見
て
く
だ
さ
い
。

利
用
方
法

事
前
に
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

■本
社
会
福
祉
課
�（
６２
）７
０
２
６

県民の日に体育施設を無料開放します
と き 6 月19日（土） 対 象 市民
利用時間 1 施設につき最大 2 時間まで（プールは除く）。ただし当日施設が空いている場合には、延長して利用可能。
その他 利用する際は、事前に各施設に問い合わせの上、利用してください。
※青木サッカー場（体育館）を利用する場合は6月12日（土）までに事前予約をしてください。当日の受け付けは
できません。

問い合わせ

くろいそ運動場
�（60）1113

にしなすの運動公園
�（36）4785

三島体育センター �（36）4787

塩原B&G海洋センター
�（32）5255

※夜間照明使用料は無料の対象外です。 問い合わせ ■西スポーツ振興課 �（37）5439

利用時間

体育館・武道館 午前 8 時30分～午後 9 時30分
補助球場 午前 8 時30分～午後 5 時
上記以外の施設 午前 8 時30分～午後 9 時
各施設 午前 8 時30分～午後 5 時
体育館 午前 8 時30分～午後 9 時30分
多目的運動場 午前 8 時30分～午後 5 時
プール 午前 9 時30分～午後 8 時30分
体育館 午前 8 時30分～午後 9 時30分
各施設 午前 8 時30分～午後 9 時30分
プール 午後 1 時 ～午後 8 時
上記以外の施設 午前 8 時30分～午後 9 時30分

野球場 午前 8 時30分～午後 9 時30分
上記以外の施設 午前 8 時30分～午後 5 時

施設名

くろいそ運動場

那珂川河畔運動公園
青木サッカー場

にしなすの運動公園

三島体育センター

塩原B&G海洋センター

塩原運動公園
関谷南公園

1

2
3

4

5

6

7
8
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中
小
企
業
の
皆
さ
ん
へ

低
金
利
の
資
金
融
資
制
度

の
ご
案
内

市
に
は
、
中
小
企
業
の
振
興
を

図
る
た
め
、
運
転
資
金
や
設
備
投

資
に
必
要
な
資
金
を
低
金
利
で
貸

し
出
す
資
金
融
資
制
度
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
創
業
を
目
指
す
人
へ

の
資
金
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

融
資
条
件

①
運
転
資
金
・
設
備
資
金

市
内
に
事
業
所
が
あ
り
、
１
年

以
上
事
業
を
営
み
市
税
を
滞
納

し
て
い
な
い
個
人
・
法
人

②
創
業
支
援
資
金

市
内
に
創
業
し
よ
う
と

す
る
、
ま
た
は
市
内
に

事
業
所
が
あ
り
、
創
業

後
１
年
未
満
で
市
税
を

滞
納
し
て
い
な
い
個
人

・
法
人

③
小
規
模
企
業
支
援
資
金

運
転
資
金
・
設
備
資
金

と
同
様
。
た
だ
し
、
常

時
使
用
す
る
従
業
員
の

数
が
２０
人
以
下
の
会

社
・
個
人

貸
付
窓
口

市
内
金
融
機
関

※
郵
便
局
・
Ｊ
Ａ
を
除
く
。

保
証
料
補
助

当
該
融
資
制
度
を
正
規
に
完
済

し
た
借
入
者
に
対
し
て
保
証
料

の
全
額
を
補
助
す
る
制
度
も
あ

り
ま
す
。

ま
た
今
年
３
月
か
ら
、
市
制
度

融
資
の
既
存
貸
付
の
償
還
期
間
を

延
長
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
毎
月
の
返
済
額
の

軽
減
な
ど
に
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

■本
商
工
観
光
課
�（
６２
）７
１
５
４

■西
産
業
観
光
建
設
課

�（
３７
）５
１
０
７

■塩
産
業
観
光
建
設
課

�（
３２
）２
９
１
４

勤
労
者
住
宅
資
金
制
度

を
利
用
し
て
く
だ
さ
い

市
で
は
勤
労
者
福
祉
政
策
の
一

環
と
し
て
住
宅
資
金
の
融
資
を
行

っ
て
い
ま
す
。
な
お
融
資
枠
に
限

度
が
あ
る
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

金

利
年
利
２
・
７
８
％（
固
定
金
利
）

融
資
条
件

・
市
税
の
滞
納
が
な
い
こ
と

・
市
内
に
居
住
ま
た
は
市
内
の
同

一
事
業
所
に
１
年
以
上
勤
務
す

る
人

・
資
金
使
途
が
市
内
に
自
ら
居
住

す
る
住
宅
の
新
築
、
増
改
築
、

分
譲
住
宅
購
入
、宅
地
購
入（
５

年
以
内
に
住
宅
を
建
築
す
る
）

内

容

・
限
度
額

１
世
帯
当
た
り
１
０
０
０
万
円

・
返
済
期
間

２５
年
以
内

・
返
済
方
法

月
払
い
ま
た
は
ボ

ー
ナ
ス
併
用
払
い

・
保
証
人

機
関
保
証
ま
た
は
個

人
保
証
（
２
人
以
上
）

問
い
合
わ
せ

中
央
労
働
金
庫
矢
板
支
店

�
０
２
８
７（
４３
）２
４
２
４

■本
商
工
観
光
課
�（
６２
）７
１
５
４

■西
産
業
観
光
建
設
課

�（
３７
）５
１
０
７

■塩
産
業
観
光
建
設
課

�（
３２
）２
９
１
４

利率
1.6％
1.9％
1.6％
1.9％
2.1％
2.5％
1.6％
1.9％
1.6％
1.9％

※県信用保証協会の保証付融資を受けているときは、その
残額を1250万円から差し引いた額。

償還期限
3年以内

3年超5年以内
3年以内

3年超5年以内
5年超7年以内
7年超10年以内
3年以内

3年超5年以内
3年以内

3年超5年以内

限度額

1000万円

2000万円

500万円

1250万円※

資金名

運転・罹災
特別運転

設 備

創業支援

小規模企業
支援

◆ ◆ 図書館だより ◆ ◆
市内の各図書館では、ボランティアの皆さんが中心となって絵本の読み聞かせ

や紙芝居、お楽しみ会など、子ども向けの催しを定期的に開催しています。
皆さん、ぜひ遊びに来てください。詳しくは、各図書館へ問い合わせてください。

内 容

楽しい絵本の読み聞かせ

わくわく、どきどきの紙芝居

紙芝居やパネルシアター

楽しい絵本の読み聞かせ

わらべ歌と読み聞かせ

絵本と紙芝居の読み聞かせ

と き

毎週土曜
午後 2 時～ 2 時30分

毎週日曜
午後 2 時～ 2 時30分

毎月第 1 土曜
午前10時～11時

毎月第 2 土曜
午後 2 時～ 3 時

毎月第 2 ・ 4 水曜
午前11時～11時30分

毎月第 1 土曜
午前10時～11時30分

催し

おはなし会

かみしばい会

お楽しみ会

おはなし会

おはなしとわらべうたの会

おはなし会

ところ

西那須野図書館
�（36）6001

黒磯図書館
�（63）9031

塩原図書館
�（35）2006

平成22年 5月 5日号１５

※
�
市
内
は
市
外
局
番
０
２
８
７
を
省
略
し
て
い
ま
す
。



５
月
は
消
費
者
月
間
で
す

◆
平
成
２２
年
度
統
一
テ
ー
マ

「
守
ろ
う
よ
、
み
ん
な
を
！

〜
な
く
そ
う
！

高
齢
者
の
消
費
者
被
害
〜
」

昨
年
９
月
に
消
費
者
庁
・
消
費

者
委
員
会
が
発
足
し
、
消
費
者
行

政
は
大
き
く
転
換
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
消
費
者
被
害
に
あ
っ

て
も
、
３
分
の
１
の
人
が
ど
こ
に

も
相
談
し
て
い
な
い
と
い
う
現
状

が
あ
り
、
特
に
高
齢
者
で
は
そ
の

割
合
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
地
域
の

み
ん
な
で
高
齢
者
の
生
活
を
見
守

り
、
消
費
者
被
害
を
防
ぎ
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
契
約
の
ト
ラ
ブ
ル
で

困
っ
た
と
き
は
お
電
話
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

�（
６３
）７
９
０
０

あ
な
た
の
健
康
づ
く
り

を
お
手
伝
い
し
ま
す

〜
健
康
度
ア
ッ
プ
事
業
〜

メ
タ
ボ
を
予
防
・
改
善
し
、�
病

気
に
な
り
に
く
い
体
づ
く
り
�
を

し
ま
せ
ん
か
。
運
動
指
導
の
専
門

家
が
そ
の
人
に
合
っ
た
運
動
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
作
成
し
、
指
導
し
ま
す
。

対

象

・
４０
〜
７４
歳
の
国
民
健
康
保
険
被

保
険
者

・
国
民
健
康
保
険
税
を
す
べ
て
納

付
し
て
い
る
人

内

容

健
康
度
測
定
、
筋
力
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
、
有
酸
素
運
動
、

ス
ト
レ
ッ
チ
な
ど

※
週
２
回
の
３
カ
月
コ
ー
ス
で
す
。

参
加
費

５
４
０
０
円
（
１
カ
月

当
た
り
１
８
０
０
円
）

そ
の
他

市
内
の
健
康
増
進
施
設

や
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ク
ラ
ブ
に
委

託
し
て
行
い
ま
す

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

■本
保
健
課

�（
６２
）７
１
２
８

■西
市
民
福
祉
課
�（
３７
）５
１
０
３

■塩
総
務
福
祉
課
�（
３２
）２
９
８
２

募
集

公
立
保
育
園

臨
時
保
育
士
募
集

勤
務
先

・
わ
か
ば
保
育
園
�（
６２
）２
１
２
３

・
い
な
む
ら
保
育
園

�（
６３
）４
７
２
１

・
ゆ
た
か
保
育
園
�（
６３
）８
２
８
２

・
東
保
育
園

�（
３６
）０
４
４
７

・
西
保
育
園

�（
３６
）２
４
８
３

・
永
田
保
育
園
�（
３６
）４
６
４
９

・
大
貫
保
育
園
�（
３５
）２
８
０
８

雇
用
期
間

６
月
１
日
〜
９
月
３０
日

※
園
に
よ
っ
て
は
契
約
更
新
あ
り
。

勤
務
時
間

午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
５
時
１５

分
（
早
番
遅
番
対
応
あ
り
）

※
ゆ
た
か
保
育
園
の
み
１
日
４
時

間
勤
務
。

対

象

保
育
士
の
資
格
を
持
つ

人
（
た
だ
し
、
保
育
士
登
録
済

み
で
あ
る
こ
と
）

定

員

各
園
１
人

仕
事
の
内
容

保
育
業
務
全
般

給

与
時
給
８
５
０
円
〜
９
０
０
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

勤
務
を
希
望
す
る
各
保
育
園
へ

直
接
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

シ
ル
バ
ー
大
学
校

第
３２
期
生

対

象

６０
歳
以
上
の
県
民

内

容

ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
や
健
康
、
福
祉
、
文

化
伝
承
、
パ
ソ
コ
ン
、
地
域
活

動
な
ど

学
習
年
限

２
年
間
（
１０
月
入
学
、

平
成
２４
年
９
月
卒
業
）

授
業
時
間

１
日
４
時
間
お
お
む
ね
週
１
回

（
午
前
１０
時
〜
午
後
３
時
）

授
業
料

年
額
１
万
８
０
０
０
円

と
資
料
代
２
０
０
０
円
（
自
治

会
活
動
・
ク
ラ
ブ
活
動
・
実
習

教
材
・
交
通
費
は
自
己
負
担
）

申
込
期
間

６
月
１
日
�
〜
３０
日
�

◆
入
学
説
明
会

・
北

校

５
月
１４
日
�
、
６
月

１８
日
�

午
前
１０
時

�
０
２
８
７（
４３
）９
０
１
０

・
中
央
校

５
月
１７
日
�
、
６
月

２１
日
�

午
前
１０
時

�
０
２
８（
６
４
３
）３
３
９
０

問
い
合
わ
せ

シ
ル
バ
ー
大
学
校
各
校
ま
た
は

■本
高
齢
福
祉
課
�（
６２
）７
１
３
７

■西
市
民
福
祉
課
�（
３７
）６
２
３
１

■塩
総
務
福
祉
課
�（
３２
）２
９
１
２

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ラ
ジ
オ
局

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
募
集

『
そ
す
い
ス
ク
エ
ア

ア
ク
ア

ス
』
の
１
階
ア
ク
ア
ス
ひ
ろ
ば
に

面
し
た
ス
タ
ジ
オ
で
活
動
し
て
い

る
市
民
ラ
ジ
オ
局
【
Ｒ
Ａ
Ｄ
Ｉ
Ｏ

Ａ
Ｑ
Ｕ
Ａ
Ｓ
】
で
は
、
市
内
の
地

域
情
報
や
市
民
活
動
な
ど
を
リ
ア

ル
タ
イ
ム
で
映
像
を
通
し
て
配
信

し
、
も
っ
と
地
域
の
こ
と
を
知
り
、

サ
ー
ク
ル
や
教
室
な
ど
自
分
た
ち

の
活
動
の
Ｐ
Ｒ
の
場
と
し
て
、
情

報
を
発
信
し
て
い
ま
す
。

と
ち
ぎ
テ
レ
ビ
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ

Ｆ

Ｍ
、
Ｃ
Ｒ
Ｔ
栃
木
放
送
、
下
野
・

読
売
・
産
経
新
聞
や
地
元
情
報
誌

な
ど
に
活
動
が
掲
載
さ
れ
、
Ｕ
字

工
事
さ
ん
と
の
番
組
は
全
国
各
地

で
放
送
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
、
１０
代
〜
６０
代
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
が
活
躍
し
て
い

ま
す
。

内

容

・
番
組
制
作
ス
タ
ッ
フ
（
Ｐ
Ｃ
オ

ペ
レ
ー
タ
ー
、
番
組
デ
ィ
レ
ク

タ
ー
、
プ
ラ
ン
ナ
ー
）

・
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー
（
番
組
で

し
ゃ
べ
る
人
）

・
情
報
サ
ポ
ー
タ
ー
、
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
（
地
域
情

報
の
提
供
者
）

※
年
齢
・
性
別
は
問
い
ま
せ
ん
。

募
集
期
間

随
時

参
加
費

無
料

問
い
合
わ
せ

事
務
局

�（
７４
）３
１
４
６

o
ffice@

rad
io
-aq
uas.net

■HPhttp
://rad

io-aq
uas.net/

那
須
塩
原
市

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協
会
会
員

活
動
期
間

年
間

と
こ
ろ

黒
磯
公
園
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場

対

象

市
民

参
加
費

年
会
費
２
０
０
０
円

（
保
険
料
含
む
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

那
須
塩
原
市
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協

会
黒
磯
地
区
事
務
局

大
木

�（
６２
）１
４
３
４

１６平成22年 5月 5日号



く
ろ
い
そ
柔
道
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
団
員
募
集

活
動
日

４
月
〜
来
年
３
月
ま
で

の
毎
週
水
、
土
曜

午
後
７
時
〜
８
時
３０
分

※
土
曜
は
午
後
６
時
３０
分
か
ら
。

と
こ
ろ

く
ろ
い
そ
運
動
場
武
道
館

対

象

小
学
生
〜
高
校
生

参
加
費

・
入
会
金

５
０
０
０
円

・
年
会
費

１
万
２
０
０
０
円

・
ゼ
ッ
ケ
ン
代

１
０
０
０
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

く
ろ
い
そ
柔
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
事
務
局

佐
藤
邦
昭

�（
６３
）１
５
７
８

研
修
会
・
講
座
・
教
室

難
聴
者
の
た
め
の

手
話
教
室

聞
こ
え
に
不
便
を
感
じ
て
い
る

人
、
同
じ
よ
う
な
障
害
を
持
つ
仲

間
同
士
で
学
習
し
、
交
流
も
楽
し

み
ま
し
ょ
う
。

初
め
て
の
人
に
レ
ベ
ル
を
合
わ

せ
て
行
い
ま
す
。

要
約
筆
記
が
つ
き
ま
す
の
で
、

全
く
聞
こ
え
な
く
て
も
大
丈
夫
で

す
。

と

き
６
月
１１
日
か
ら
毎
週
金
曜

午
後
７
時
〜
９
時
（
全
３０
回
）

と
こ
ろ

い
き
い
き
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

対

象

中
途
失
聴
・
難
聴
者
お

よ
び
そ
の
家
族

※
身
体
障
害
者
手
帳
の
所
持
は
問

い
ま
せ
ん
。
軽
度
難
聴
者
も
可
。

定

員

２０
人

講

師

Ｎ
Ｈ
Ｋ
手
話
キ
ャ
ス
タ

ー

宮
田
和
実
氏
（
中
途
失
聴

者
）
ほ
か

参
加
費

無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
な

ど
の
実
費
は
自
己
負
担
）

申
込
期
限

６
月
４
日
�

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

■本
社
会
福
祉
課�（

６２
）７
０
２
６

FAX（
６３
）８
９
１
１

※
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
電
子

メ
ー
ル
で
申
し
込
め
ま
す
。

手
話
講
習
会

手
話
は
聴
覚
障
害
者
の
は
ぐ
く

ん
で
き
た
言
語
で
、
熱
い
思
い
が

こ
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
手
話
を
覚

え
る
に
は
、
テ
キ
ス
ト
と
聴
覚
障

害
者
か
ら
直
接
生
き
た
手
話
を
学

ぶ
の
が
一
番
で
す
。

初
級
コ
ー
ス
か
ら
中
級
コ
ー
ス

ま
で
連
続
で
受
講
す
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。

対

象

市
民
お
よ
び
市
内
勤

務
・
在
学
者
（
１６
歳
以
上
）

定

員

各
コ
ー
ス
２０
人

内
容
（
全
コ
ー
ス
２０
回
）

◆
昼
の
部

と
こ
ろ

い
き
い
き
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー

①
初
級
（
入
門
コ
ー
ス
）

６
月
１５
日
か
ら
毎
週
火
曜

午
前
１０
時
３０
分
〜
正
午

②
中
級
（
経
験
者
コ
ー
ス
）

１１
月
２
日
か
ら
毎
週
火
曜

午
前
１０
時
３０
分
〜
正
午

◆
夜
の
部

と
こ
ろ

健
康
長
寿
セ
ン
タ
ー

③
初
級
（
入
門
コ
ー
ス
）

６
月
１５
日
〜
毎
週
火
曜
日

午
後
７
時
３０
分
〜
９
時

②
中
級
（
経
験
者
コ
ー
ス
）

１１
月
２
日
〜
毎
週
火
曜
日

午
後
７
時
３０
分
〜
９
時

参
加
費

無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
な
ど
の
実

費
は
自
己
負
担
）

申
込
期
限

６
月
７
日
�

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

■本
社
会
福
祉
課�（

６２
）７
０
２
６

FAX（
６３
）８
９
１
１

※
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
電
子

メ
ー
ル
で
申
し
込
め
ま
す
。

社
会
福
祉
協
議
会

�（
３７
）５
１
２
２

FAX（
３６
）８
７
１
０

平
成
２２
年
度
家
族
教
室

心
の
病
を
持
つ
人
の
家
族
の
人

た
ち
の
つ
ど
い
を
開
催
し
ま
す
。

１
人
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
？
あ

な
た
の
心
の
負
担
を
軽
く
す
る
お

手
伝
い
を
し
ま
す
。

と
き
／
テ
ー
マ

・
５
月
２１
日
�
／
家
族
の
気
持
ち

を
話
し
て
み
よ
う
①

・
６
月
１８
日
�
／
家
族
の
気
持
ち

を
話
し
て
み
よ
う
②

・
７
月
１６
日
�
／
生
活
と
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン

※
時
間
は
す
べ
て
午
後
１
時
３０
分

〜
３
時
３０
分
。

と
こ
ろ

県
北
健
康
福
祉
セ
ン
タ

ー
（
大
田
原
市
住
吉
町
）

対

象

統
合
失
調
症
、
う
つ
病

な
ど
心
の
病
を
持
つ
人
の
家
族

そ
の
他

参
加
を
希
望
す
る
場
合

は
、
事
前
に
次
へ
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

県
北
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

�
０
２
８
７（
２２
）２
２
５
９

女性教育指導者研修
～地域を活性化させる女性リーダーを目指して～

地域では、女性の視点での豊かな社会づくり、地域づくりが行わ
れています。地域活性化のための団体活動や男女共同参画社会の在
り方について学び、指導者としての資質向上を目指します。

内 容

開講式、グループづくり・情報交換、
講話「地域で活躍するリーダーたち」

講話「男女共同参画社会の実現に向けて」、
「枠なしワクワク人生～冒険家に学ぶ人間力～」

演習「人と人とを結ぶコミュニケーション」、
グループ研究①

演習「作ってみよう～広報紙づくりのポイント
～」、グループ研究②

事例発表・グループ協議「実践事例から学ぶ豊
かな地域づくり」、グループ研究③・まとめ

講話「ボランティア活動を豊かにするために」、
「女性教育指導者への期待」、閉講式

研修時間 午前10時～午後 4 時
と こ ろ 栃木県総合教育センター、とちぎ男女共同参画センター
定 員 2 人（交通費あり） 申込期間 5 月 6 日（木）～19日（水）
申し込み・問い合わせ ■本市民協働推進課 �（62）7019

と き

6月 9 日（水）

6月19日（土）

7月 7 日（水）

7月14日（水）

8月 4 日（水）

9月 3 日（金）

回

1

2

3

4

5

6

平成22年 5月 5日号１７

※
�
市
内
は
市
外
局
番
０
２
８
７
を
省
略
し
て
い
ま
す
。



介
護
予
防

筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

最
近
体
力
の
衰
え
を
感
じ
た
り
、

転
び
や
す
く
な
っ
た
り
し
て
い
ま

せ
ん
か
。
安
全
な
器
械
や
プ
ー
ル

を
使
っ
て
か
ら
だ
を
動
か
し
ま
し

ょ
う
。

専
門
家
が
指
導
す
る
の
で
安
全

に
行
え
、
膝
や
腰
な
ど
体
の
痛
み

の
軽
減
に
も
効
果
が
あ
り
ま
す
。

と

き
６
月
２９
日
以
降
の
毎
週
火
・
金

曜
の
午
前
９
時
３０
分
〜
１１
時
、

午
後
２
時
３０
分
〜
４
時

※
約
３
カ
月
間
２４
回
行
い
ま
す
。

と
こ
ろ

市
シ
ニ
ア
セ
ン
タ
ー

内

容

マ
シ
ン
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、

ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
、
４
種
類
の

マ
シ
ン
を
使
用
し
た
筋
力
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
、
ボ
ー
ル
等
を
使
っ

た
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

対

象

６５
歳
以
上
で
介
護
保
険

認
定
を
受
け
て
い
な
い
市
民

※
特
に
体
力
に
自
信
が
な
い
人
、

身
体
機
能
が
低
下
し
て
い
る
人

を
優
先
し
ま
す
。

定

員

１０
人

参
加
費

１
回
当
た
り
３
０
０
円

申
込
期
限

６
月
１１
日
�

そ
の
他

希
望
者
に
は
送
迎
あ
り

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

市
シ
ニ
ア
セ
ン
タ
ー

�（
７３
）２
２
１
０

那
須
塩
原
市
弓
道
教
室

（
黒
磯
支
部
担
当
）

と

き
６
月
５
日
〜
７
月
３１
日
の
毎
週

土
曜

午
前
１０
時
〜
正
午

と
こ
ろ

三
島
体
育
セ
ン
タ
ー
弓
道
場

対

象

市
民
、
市
内
勤
務
者

定

員

５
人

内

容

弓
道
の
初
心
者
指
導

（
基
本
動
作
の
習
得
）、
①
身
体

の
動
作
、
②
弓
が
引
け
る
ま
で

参
加
費

３
０
０
０
円

申
込
期
限

５
月
３１
日
�

そ
の
他

弓
道
具
な
ど
は
貸
与
し
ま
す

申
し
込
み

■西
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

�（
３７
）５
４
３
９

問
い
合
わ
せ

那
須
塩
原
弓
道
部

黒
磯
支
部

松
本
喜
宏

�（
６３
）０
９
９
１

２
０
１
０
年
度
太
極
拳
教
室

と

き

①
昼
の
部

６
月
２
日
〜
２３
日
の
毎
週
水
曜

午
前
１０
時
〜
１１
時
３０
分

②
夜
の
部

６
月
３
日
〜
２４
日
の
毎
週
木
曜

午
後
７
時
３０
分
〜
９
時

と
こ
ろ

ハ
ロ
ー
プ
ラ
ザ

対

象

市
民
お
よ
び
市
内
勤

務
・
在
学
者
（
初
心
者
対
象
）

定

員

１５
人

内

容

練
功
１８
法
保
健
操
（
軽

い
準
備
運
動
）、
入
門
太
極
拳

（
初
心
者
の
た
め
の
簡
単
な
動
作
）

参
加
費

２
０
０
０
円

申
込
方
法

■西
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
ま
た
は
黒

磯
太
極
拳
ク
ラ
ブ
（
竹
内
）
に

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

※
フ
ァ
ッ
ク
ス
の
場
合
は
、
住

所
・
氏
名
・
年
齢
・
性
別
・
電

話
番
号
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

黒
磯
太
極
拳
ク
ラ
ブ

竹
内

�
０
８
０（
１
１
５
８
）９
４
０
６

FAX（
６４
）３
４
３
８

空
手
教
室

と

き

６
月
１２
日
〜
２６
日
の
土

曜

午
後
７
時
〜
８
時

と
こ
ろ

い
き
い
き
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー

多
目
的
ホ
ー
ル

対

象

幼
児
以
上
の
市
民
、
市

内
勤
務
・
在
学
者

募
集
定
員

２０
人

参
加
費

無
料

申
込
期
限

６
月
１２
日
�

申
し
込
み

■西
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

ま
た
は
那
須
塩
原
空
手
道
ス
ポ

ー
ツ
少
年
団
（
大
貫
由
美
子
）

問
い
合
わ
せ

那
須
塩
原
空
手
道
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団

大
貫

�（
６２
）６
６
１
９

■HPhttp
://w
w
w
.g
eo
cities.jp

/to
ug
ikarated

o
u/ind

ex.
htm催

し

遺
伝
子
組
換
え
ト
ウ
モ
ロ

コ
シ
栽
培
試
験
説
明
会

畜
産
草
地
研
究
所
で
は
、
遺
伝

子
組
換
え
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
隔
離

ほ
場
栽
培
試
験
を
５
月
下
旬
か
ら

行
う
予
定
で
す
。

こ
の
栽
培
試
験
に
関
す
る
説
明

会
を
開
催
し
ま
す
。

と

き

５
月
２０
日
�

午
後
１
時
３０
分
か
ら

と
こ
ろ

畜
産
草
地
研
究
所
那
須

研
究
拠
点
第
２
会
議
室

（
千
本
松
７
６
８
）

そ
の
他

参
加
を
希
望
す
る
場
合

は
、
事
前
に
申
し
込
み
が
必
要

で
す

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

畜
産
草
地
研
究
所
那
須
企
画
管

理
室

�（
３７
）７
０
０
３

ko
uryu_nasu@

naro
.affrc.

g
o
.jp

勤労青少年ホーム前期講座
勤労青少年ホームは、働く青少年が余暇時間を利用して、

スポーツや趣味、文化教養など広く活動の場を提供するこ
とを目的とした公共の施設です。

ソフトバレー

6 月 1 日～ 8 月10日 毎週火曜（全11回）
午後 7 時30分～ 9 時30分

青木サッカー場 体育館

基礎を学び、ゲームを楽しむ

500円

5 月20日（木）

対 象 おおむね35歳以下の市民、市内勤務の勤労青少年
※定員に満たない場合は、上記以外の人も受け付けます。
※申込者多数の場合は、抽選となります。
その他 教材費以外に利用者会費として1,000円必要
申し込み 勤労青少年ホーム �（73）5300

home@nshome.jp（住所、氏名、年齢、電話、
職業（勤務地）を明記してください）

※午後 1 時～午後 6 時30分、土・日曜、祝日を除く。
問い合わせ ■本商工観光課 �（62）7154
※午前 8 時30分～午後 5 時15分、土・日曜、祝日を除く。

参 加 費36人

講 座 名

と き

と こ ろ

内 容

定 員

申込期限

１８平成22年 5月 5日号



市
民
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー

大
会
「
Ｉ
Ｎ
な
べ
か
け
」

と

き
５
月
１６
日
�
（
小
雨
決
行
）

午
前
９
時
３０
分
か
ら

※
午
前
８
時
３０
分
受
付
開
始
。

コ
ー
ス

鍋
掛
公
民
館
に
集
合
、
周
辺
の

約
４
㎞
の
コ
ー
ス

・
春
満
喫
コ
ー
ス
／
家
族
チ
ー
ム

・
春
う
ら
ら
コ
ー
ス
／
友
達
な
ど

チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー
は
自
由

対

象
３
〜
６
人
の
チ
ー
ム
編
成
で
参

加
し
て
く
だ
さ
い
（
小
学
生
だ

け
の
チ
ー
ム
編
成
は
不
可
）

定

員

各
コ
ー
ス
２０
チ
ー
ム

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
。

参
加
費

１
人
当
た
り
２
０
０
円

申
込
方
法

参
加
費
を
添
え
て
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い

そ
の
他

・
服
装
、
昼
食
は
自
由

・
参
加
者
全
員
に
参
加
賞
あ
り

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

鍋
掛
公
民
館
�（
６０
）１
１
６
４

流
響
塩
原
太
鼓
作
曲
者

藤
田
正
典
氏
追
悼
演
奏
会

昨
年
亡
く
な
ら
れ
た
「
流
響
塩

原
太
鼓
」
の
作
曲
者
、
藤
田
正
典

氏
の
追
悼
演
奏
会
が
行
わ
れ
ま
す
。

と

き

５
月
２３
日
�

午
後
１
時
３０
分
開
演

と
こ
ろ

大
田
原
市
ピ
ア
ー
ト
ホ
ー
ル

出
演
団
体

流
響
塩
原
太
鼓
、
黒

羽
太
鼓
、
与
一
太
鼓
、
喜
連
川

公
方
太
鼓
、
戊
辰
太
鼓

入
場
料

無
料

問
い
合
わ
せ

■西
生
涯
学
習
課
�（
３７
）５
４
１
９

第
３３
回

那
須
北
卓
球
選
手
権
大
会

と

き

５
月
３０
日
�

午
前
８
時
３０
分

と
こ
ろ

に
し
な
す
の
運
動
公
園

メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ

対

象
那
須
北
部
地
区
在
住
、
在
勤
者
、

大
学
生
、
小
学
生
（
高
校
生
、

中
学
生
は
人
数
制
限
あ
り
）

定

員

２
０
０
人

内

容

・
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
一
部
、
二
部

・
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
一
部
、
二
部

・
小
学
生
一
部
、
二
部

参
加
費

・
一

般

８
０
０
円

・
大
学
生
、
高
校
生

５
０
０
円

・
中
学
生
、
小
学
生

３
０
０
円

申
込
期
限

５
月
１７
日
�

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

市
卓
球
ク
ラ
ブ

常
盤
賢
次

〒
３
２
５
‐
０
０
２
６

那
須
塩
原
市
上
厚
崎
３
９
２
‐

１
０

�（
６４
）２
２
０
６

FAX（
６３
）８
６
４
２

平
成
２２
年
度
那
須
塩
原

テ
ニ
ス
選
手
権
大
会

と

き

５
月
３０
日
�
午
前
９
時

※
雨
天
時
は
６
月
５
日
�
。

と
こ
ろ

く
ろ
い
そ
運
動
場

テ
ニ
ス
コ
ー
ト

対

象

市
民
、
市
内
勤
務
者
、

市
テ
ニ
ス
協
会
登
録
者

内

容

①
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
Ａ
・
Ｂ
・
ベ

テ
ラ
ン
（
６０
歳
以
上
）

②
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
Ａ
・
Ｂ
・
ベ

テ
ラ
ン
（
５０
歳
以
上
）

※
６
ゲ
ー
ム
マ
ッ
チ
セ
ミ
ア
ド
バ

ン
テ
ー
ジ
方
式

参
加
費
（
高
校
生
以
下
は
半
額
）

・
一
般
２
０
０
０
円

・
協
会
登
録
者
（
１９
歳
以
上
）

１
５
０
０
円

申
込
方
法

①
那
須
塩
原
テ
ニ
ス
協
会
各
ク
ラ

ブ
（
５
月
２０
日
�
締
め
切
り
、

ド
ロ
ー
会
議
に
参
加
費
持
参
）

②
一
般
参
加
者
は
、
■西
ス
ポ
ー
ツ

振
興
課
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
（
５
月
１８
日
�
締
め
切
り
）

な
お
、
参
加
費
は
、
次
の
口
座

に
振
り
込
ん
で
く
だ
さ
い

【
振
込
先
】
栃
木
銀
行
黒
磯
西
支

店
（
普
）
４
５
３
８
１
１
１

那
須
塩
原
テ
ニ
ス
協
会

会
長

田
川
次
雄

そ
の
他

ド
ロ
ー
会
議
を
５
月
２０

日
�
の
午
後
７
時
か
ら
勤
労
青

少
年
ホ
ー
ム
で
行
い
ま
す

問
い
合
わ
せ

大
会
運
営
担
当
Ａ
ｍ
ｕ
ｓ
ｅ

Ｔ
ｃ
（
高
久
祐
一
）

�
０
９
０（
３
２
０
８
）６
６
２
４

■HPhttp
://sp

o
rts.g

eo
cities.

jp
/tennis_nsta/

第
６
回
那
須
塩
原
市

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

前
期
大
会

と

き

６
月
１３
日
�

午
前
８
時
３０
分

と
こ
ろ

く
ろ
い
そ
運
動
場
体
育
館

対

象

市
民

内

容

・
ト
リ
ム
Ａ
（
年
齢
制
限
な
し
、

男
女
各
４
人
）

・
レ
デ
ィ
ス
Ａ（
女
性
８
人
以
内
）

参
加
費

・
協
会
加
盟
チ
ー
ム

無

料

・
未
加
盟
チ
ー
ム

３
０
０
０
円

申
込
期
限

６
月
７
日
�
必
着

そ
の
他

代
表
者
会
議
を
６
月
８

日
�
午
後
７
時
３０
分
か
ら
厚
崎

公
民
館
で
行
い
ま
す

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

那
須
塩
原
市
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
協
会

室
井
ト
代
子

〒
３
２
９
‐
３
１
３
５

那
須
塩
原
市
前
弥
六
７１

�（
６５
）２
１
１
２

那
須
塩
原
市
民
弓
道
大
会

と

き

６
月
２０
日
�

午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
５
時

と
こ
ろ

三
島
体
育
セ
ン
タ
ー
弓
道
場

対

象

市
民
、
市
内
勤
務
者

定

員

４０
人

参
加
費

１
０
０
０
円

（
昼
食
代
、
運
営
費
）

申
込
期
限

６
月
１１
日
�

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

那
須
塩
原
弓
道
部

加
藤
一
雄

〒
３
２
９
‐
２
７
５
２

那
須
塩
原
市
三
島
２
‐
１
１
９

�（
３６
）１
７
８
８

●3月の火災と救急●
火災のテレフォンサービス
�0180－992009 （黒磯地区）
�（22）0119 （西那須野・塩原地区）
◎火災…建物 1 件・林野 1 件・その他 0 件

平成22年の累計12件
◎救急…交通 40件・急病 193件・その他 95件

平成22年の累計 957件
問い合わせ
黒磯那須消防組合消防本部 �（62）0864
西那須野分署 �（36）2300
塩原分署 �（32）2949

平成22年 5月 5日号１９

※
�
市
内
は
市
外
局
番
０
２
８
７
を
省
略
し
て
い
ま
す
。



こ
う
し
た
資
料
は
、
那
須
塩
原

市
の
地
域
遺
産
と
位
置
付
け
、
市

民
へ
の
公
開
と
と
も
に
、
後
世
へ

引
継
ぐ
も
の
と
思
っ
て
い
ま
す
。

那
須
野
が
原
博
物
館
は
、
西
那

須
野
町
郷
土
資
料
館
を
前
身
と
し
、

平
成
１７
年
の
合
併
に
よ
り
、
黒
磯

郷
土
館
・
日
新
の
館
・
関
谷
郷
土

資
料
館
を
付
属
施
設
と
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
館

や
旧
市
町
か
ら

引
継
い
だ
資
料

と
と
も
に
、
新

た
に
収
集
し
た

資
料
を
合
わ
せ

る
と
４
万
点
を

超
え
る
も
の
と

思
わ
れ
ま
す
。

現
在
収
蔵
登
録

は
、
約
２
万
点

で
順
次
作
業
を

進
め
て
い
ま
す
。

資
料
は
、
特

別
・
一
般
・
屋

外
収
蔵
庫
で
保

存
し
、
室
温
２２

℃
・
湿
度
５５
％

に
設
定
し
て
管

理
し
て
い
ま
す
。

こ
の
様
に
し

て
保
存
し
て
い
る
那
須
野
が
原
博

物
館
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
分
野
は
、

自
然
・
歴
史
・
考
古
・
民
俗
・
美

術
・
文
学
の
６
部
門
を
対
象
と
し

て
い
ま
す
。

次
回
か
ら
、
そ
の
中
か
ら
え
り

す
ぐ
り
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
紹
介

し
て
行
き
ま
す
。
な
ん
と
言
っ
て

も
、
当
館
の
美
術
作
品
に
は
定
評

た
か
く
あ
い
が
い

が
あ
り
、
当
市
出
身
の
高
久
靄
�

作
品
を
は
じ
め
と
し
て
、
近
代
洋

た
か
は
し
ゆ
い
ち

画
の
草
分
け
で
あ
る
高
橋
由
一
の

ス
ケ
ッ
チ
か
ら
石
版
画
・
油
彩
画

の
作
品
群
は
、
全
国
に
誇
れ
る
も

の
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

か
わ
せ

は
す
い

川
瀬
巴
水
の
版
画
や
竹
工
芸
な
ど

も
高
い
評
価
を
得
て
い
ま
す
。
そ

し
て
、
歴
史
資
料
と
し
て
は
開
拓

関
係
資
料
を
中
心
に
、
地
図
や
鉄

道
・
養
蚕
、
考
古
資
料
と
し
て
は

つ
き
の
き
ざ
わ
い
せ
き

槻
沢
遺
跡
出
土
遺
物
が
一
つ
の
遺

跡
か
ら
の
出
土
と
し
て
は
膨
大
な

資
料
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
民
俗

資
料
は
県
内
で
も
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル

の
収
蔵
数
を
誇
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
自
然
資
料
で
は
、
化

石
を
は
じ
め
と
し
て
植
物
・
昆
虫

な
ど
が
あ
り
、
特
に
昆
虫
で
は
、

チ
ョ
ウ
と
ト
ン
ボ
の
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
は
大
変
貴
重
な
も
の
で
す
。

こ
れ
か
ら
、
那
須
野
が
原
博
物

館
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
通
し
て
、

那
須
塩
原
市
の
魅
力
を
お
伝
え
で

き
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
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「
編
集
後
記
」

▼
４
月
の
人
事
異
動
で
、
現
場
作

業
中
心
の
仕
事
か
ら
広
報
紙
を
編

集
す
る
仕
事
に
加
わ
り
、
戸
惑
い

な
が
ら
今
号
の
編
集
に
当
た
り
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
も
広
報
モ
ニ
タ

ー
を
は
じ
め
、
皆
さ
ん
の
意
見
を

聴
き
な
が
ら
広
報
紙
の
充
実
を
図

り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
�小

▼
小
学
校
の
入
学
式
を
取
材
し
ま

し
た
。
緊
張
し
た
面
持
ち
で
、
呼

名
さ
れ
る
の
を
待
つ
子
ど
も
た
ち

を
見
て
い
た
ら
、
役
所
に
入
っ
た

時
の
遠
い
記
憶
が
。
あ
の
こ
ろ
を

思
い
出
し
、
今
号
か
ら
紙
面
が
変

わ
っ
た
広
報
紙
づ
く
り
、
気
を
引

き
締
め
よ
う
と
思
い
ま
す
。
�戸

▼
こ
の
原
稿
を
書
い
て
い
る
時
点

で
は
、
市
内
各
所
で
桜
が
見
ご
ろ

に
な
っ
て
い
ま
す
。
な
の
に
、
今

年
は
桜
が
開
花
し
て
以
来
、
青
空

を
ほ
と
ん
ど
見
か
け
な
い
の
で
す
。

お
ま
け
に
今
夜
の
天
気
予
報
は

「
雪
!?
」。
早
く
春
ら
し
い
写
真
を

撮
り
に
市
内
に
繰
り
出
し
た
い
も

の
で
す
。
�興

▼
今
回
の
特
集
で
何
度
も
乗
っ
た

ゆ
〜
バ
ス
。
普
段
は
な
か
な
か
乗

る
機
会
が
無
い
の
で
す
が
、
や
は

り
バ
ス
が
走
っ
て
い
る
と
い
う
事

は
幸
せ
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
し
た
。

ま
ず
は
一
度
乗
っ
て
み
ま
せ
ん
か
、

ゆ
〜
バ
ス
。
�鎌

本
号
か
ら
、
那
須
野
が
原
博
物

館
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
収
蔵

資
料
を
、
月
ご
と
に
紹
介
を
し
て

行
き
ま
す
。

Vol.1

上：那須野が原博物館外観
右：収蔵庫前室
左：特別収蔵庫内部


	nasu129号-01
	nasu129号-02
	nasu129号-03
	nasu129号-04
	nasu129号-05
	nasu129号-06
	nasu129号-07
	nasu129号-08
	nasu129号-09
	nasu129号-10
	nasu129号-11
	nasu129号-12
	nasu129号-13
	nasu129号-14
	nasu129号-15
	nasu129号-16
	nasu129号-17
	nasu129号-18
	nasu129号-19
	nasu129号-20

